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Around April, total precipitation in southern Kyushu already attains rather large value due to the increase 
in contribution of the “heavy rainfall days” (with daily precipitation more the 50 mm/day, referred to as HRD).  
The present study examined the rainfall features and atmospheric conditions on the HRDs at Kagoshima in 
southern Kyushu, based on the operational observation data from 1990 to 2009.  The HRDs there in April 
appeared mainly associated with the extratropical cyclone passage, together with tentative appearance of the 
stationary front. The mean daily precipitation on the HRDs was 82 mm and contribution of the intense rainfall 
more than 10 mm/h attained up to 38 mm, which accounted for 46 % of the daily total precipitation.  In April, 
the high specific humidity area in the time mean field was still located far to the south of the Japan Islands and 
the stratification around the Japan Islands was very stable for deep moist convection.  However, the zone 
with rather strong seasonal mean baroclinicity extended to rather southern area near 20°N.  This would 
provide a favorable condition for the long-distance moisture transport toward southern Kyushu in association 
with the cyclone passage to bring the heavy rainfall there. 
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化にも関連している (Ninomiya1984；Ninomiya and 



















報告されているが（Akaeda et al.1987 等），温帯低気圧
域内での降水は広範囲でほぼ一様に降る地雨性のも
のである。 
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（加藤他 2012；加藤・加藤 2014b；Kato and Kodama 
1992; Hirasawa et al. 1995; Kato 1985, 1987, 1989; 















おける降水量）等を使用。気象庁本庁の HP より） 
(2)NCEP/NCAR 再解析データ（2.5°×2.5°緯度経度格
子。広域大気場の解析に使用）（Kalnay et al. 1996） 




(JST)を用いる（09JST が世界協定時の 00UTC に対応
する）。 
 
III. 4 月頃の降水量の季節的増加 
第 1 図は，各気象官署における月降水量の平年値
（1981～2010 年平均）の，3 月から 4 月への増加量
















第 1 表に示されるように（加藤他 2012 より再掲。
1901～2009 年で統計），4 月の平均降水量は東京で
130mm 程度であるのに対し，鹿児島では 220mm 程度
と大きい。これは，東京の 6 月と同程度である。しか
も，鹿児島と東京の 90mm 程度の降水量差のうち，















第 1 図 3 月から 4 月にかけての月降水量の増加量




第 1表 1901～2009年で統計した 4月の月降水量の平均
と年々の標準偏差（mm）。値は「平均±標準偏差」の形で
示す。加藤他（2012）より再掲。地点は第 1 図を参照。な
お，「大雨日」は，日降水量 50mm 以上の日とした。 
地点 月降水量（mm） 「大雨日」の寄与(mm) 
東京 128±44 17±32 
長崎 178±74 40±50 
鹿児島 222±109 81±97 
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とが分かる（もちろん，鹿児島の 1901～2000 年で平
均した 6 月の月降水量は 400mm 程度，「大雨日」の









09JST もしくは 21JST での地上天気図に基づき（ピー
クの降水の時間帯よりは前で，かつそれに最も近い

























る地上天気図例を第 2 図に示す。第 2 表の関連シス
テムの記載は，以上の分類に基づく。なお，1998 年

























多くなるだけでなく（Ninomiya and Mizuno 1987），「大
雨日」の平均日降水量に対する 10mm/h 以上の時間帯





ステムも示す。なお事例 13 と 13’の扱い，及び，低気圧
通過(1)，(2)の違いについては本文を参照のこと。また，事













する。「前線停滞」のパターンでは，第 3 図の 1998 年













一方，低気圧通過(1)のパターンである 2008 年 4 月
24日や 2009年 4月 25日の事例において（それぞれ，
第 4 図(a)（事例 No. 19），(b)（事例 No. 20）），鹿児島
では数 mm/h 程度の比較的弱い降水が全体として続
く中で，特定の数時間のみで 10mm/h を超えるような
























(a) 2009 年 4 月 24 日 21JST（低気圧通過(1)）（事例 No. 20） 
 
 
(b) 2004 年 4 月 26 日 21JST（低気圧通過(2)）（事例 No. 17） 
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 九州南部における 4 月頃の大雨日の降水の特徴と大気場に関する総観気候学的解析 21 
  






第 3図 「前線停滞」のパターンにおける前 1 時間降水量時系列の例（1998 年 4 月 23～24 日）。第 2 表の事例 No. 13（23
日）と事例 No. 13’（24 日）に対応。地点の位置を丸印で示す。横軸は時刻である（JST）。 
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第 4表 第 3 表と同様。但し，各パターンの例を幾つか示す。 
 
 
第 4図(a) 第 3 図と同様。但し，「低気圧通過(1)」のパターンにおける例で，第 2 表の事例 No. 19（2008 年 4 月 23 日）
に対応する。なお，時系列は翌日（24 日）の途中まで示した。また，図全体のレイアウトの都合により，前 1 時間降水量に
関するスケールが，第 3 図と異なる点に注意。 





















に関する同様な図を，第 6 図，第 7 図にそれぞれ示













5 図(b)）。4 月の平均場では（第 8 図(b)），130°E 付近
でのQ925≧11g/kgの領域の北限は沖縄南方の～24°N
である。第 9 図の， 925hPa における比湿の合成値か




第 4図(b) 第 3 図と同様。但し，「低気圧通過(1)」のパターンにおける例で，事例 No. 20（2009 年 4 月 25 日）に対応す
る。なお，前日（24 日）の途中から示した。また，図全体のレイアウトの都合により，個々の地点の前 1 時間降水量に関す
るスケールが，第 3 図と異なる点に注意。 










は（第 5 図(a)），その 500km ほど東方に位置してい
た。また，500hPa 面でのトラフの東方には，沿海州
～本州南方へと南北に長く伸びるリッジも明瞭であ
った（47°N/ 135°E～28°N/ 142°E 付近）。地上の高気









なお，4 月の気候学的な平均場では，Kato and 




































































とが示唆される Z500 のパターンであった（第 7 図
(c)）。一方，九州付近かその南方に停滞する日々の天
気図上の前線（図は略）に対応して東西に伸びる低圧















た（第 9 図(c)）。 























































第 7図 第 5 図と同様。但し，「前線停滞」のパターンで
の合成。 
























第 9 図 各パターンで合成した 925hPa における比湿か
ら 1990～2009 年 4 月の平均値を引いた偏差Δq（gkg−1）の
分布。(a)「低気圧通過(1)」，(b)「低気圧通過(2)」，(c)「前線
停滞」。 




に沿う 15 日移動平均の 500hPa での西風成分 U500  




日が 2 回現れた（事例 No. 18，19。いずれも，「低気
圧通過(1)」のパターン）。 










（Z500 の南北傾度も 25°N 以北では大）。2008 年の例
では，九州付近にピークを持つ U500 が，2，3 月に比



































第 10 図 2008 年における 15 日移動平均した 500hPa で
の西風成分 U500(m s−1，実線。135°E に沿う)と 925hPa での
比湿 Q925(g kg−1，破線。125°E に沿う)の時間緯度断面図。
U500 は 10, 20, 30 m s−1 の等値線のみを表示した。また，
Q925 は，10, 12 g kg−1の等値線のみを示した。横軸の目盛
りと月名は，当該月の初日の位置を示す。加藤他(2012)によ
る 2009 年における同様な図も参照。 
 
第 11 図 鹿児島での 2008 年 3 月～7 月の各日 09JST























温位θe の，500hPa での値から 925hPa の値を引いた
差θe(500−925)の時系列を第 15 図に示す。更に，2008
年の鹿児島における 925hPa での比湿や相当温位，及






第 6 表）。 
例えば鹿児島では，4 月にはまだ，500hPa と 925hPa
との相当温位差が 15K 程度もあり，かなり安定度が
高い。第 14 図の 2K/100hPa という値は，500hPa と
925hPaとの相当温位差が 2×4.25 = 8.5Kもあることに
対応する。従って 4 月頃には，500hPa と 925hPa との
 
第 12図 鹿児島の各日 09JST（00UTC）における 925hPa
での南風成分 V925（m/s）と比湿 Q925（gkg−1）との散布
図。いずれも，2008 年 3 月～7 月（凡例に示すように，月
毎にマーカーの種類を変えて表示した）。なお，2008 年 4




第 13図 第 12 図と同様。但し，V925 と相当温位θe925
（K）との散布図。 
 
第 14図 湿潤静的エネルギー（moist static energy）を空













θe(500−925)が数 K 以下となる状況）の頻度は，4 月
頃にはまだ大変低い。 
第 16 図は，第 12 図と同様に，鹿児島での日々の






前），V925 の増大に伴って，4 月の中では Q925 や
θe925 がかなり増大していた（第 12 図，第 13 図）。
しかし，まだその時間帯の安定度はかなり良かった
















第 15図 第 11 図と同様。但し，鹿児島における相当温
位の 500hPa での値から 925hPa の値を引いた差
θe(500−925)（K）。 
 
第 6 表 2008 年 3 月～7 月の鹿児島における月平均の
925hPa での比湿 Q925（gkg−1），相当温位θe925（K），及




第 16 図 第 12 図と同様。但し，鹿児島の 925hPa での







18（2008 年 4 月 9 日），下段が No. 19（2008 年 4 月 23 日）
で，09JST を左，21JST を右に示す。これら 2 つの事例で
は，いずれも 21JST が強雨の時間帯に近かった。事例 No. 
19 における 1 時間降水量の時系列については第 4 図(a)を
参照。 


























































































均した日降水量 82mm のうちの 38mm（46%）を占め
ていた。 
(3) 4 月の平均場で下層の比湿が大変大きな領域
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